
(その 1)

(ふ  り が な)

1政 治 団 体 の 名

収 支 報 口

片 _

令和3年分
開催分)

活 動 区 域 の 区 分

□ 2以上の都道府県の区域等 図 同一の都道府県の区域内

圭
日

(

ながさきせいさくけんきゅうかい

称 長崎政策研究会

2主 た る事 務所 の所在 地 長崎県長崎市万才町2-7

松本ビル301号

3代 表 者 の 氏 名
(姓 )

4会 計 責 任 者 の 氏 名

古賀

(名 )

友一郎

眈
好

(名 )

雅康 資金管理団体の指定の有無

日 有
□ 無
公 職 の 種 類 参議院議員

(現職・候補者の別) (現職)

資金管理団体の届 (姓 )

出をした者の氏名 古賀

(名 )

友一郎

資金管理団体の指定の期間

から

まで

(※複数の期間がある場合 2つめ以降の期間)

国会議員関係政治団体の区分

日墜fξ庁露屠為皐楡縮蔀
図 政治資金規正法第 19条 の 7第 1項

第 2号 に係る国会議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者 (姓) (名 )

の  氏   名 古賀   友一郎
公 職 の 種 類 参議院

(現職・俣補者の別) (現職)
員

公 職 の 候 補 者 (姓 ) (名 )

の氏 名 (2人 目 )
公 職 の 種 類

(現職。候補者の別)

公 職 の 候 補 者 (姓 ) (名 )

の氏 名 (3人 目 )
公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

から

まで

(※複数の期間がある場合 2つめ以降の期間)

事 務 担 当 者 の 氏 名

(姓 )

葉山

(名 )

史織

(電話)  095832-6061

(電話 )

(電話 )

政 治 団 体 の 区 分

党

部

体金

政

政

政

回

□

□

党   の
治  資

支

団

□ 政治資金規正法第 18条 の 2第 1項
の 規 定 に よ る 政 治 団 体

日 そ の 他 の 政 治 団 体

□ そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

,IH,各=5]3穐



(その 2)

1 収支の総括表

2 収入項目別金額の内訳

(1)個人の負担する党費又は会費

金  額 0

員  数 (党費又は会費を納入した人の数 ) 0

(2)寄 附

ア 寄附 (イ を除く。)の区分 金 額 備 考

併)個 人 か ら の 寄 附 6
,
74 0 0 0 0

(う ち 特 定 寄 附 ) 0

何)法人その他の団体からの寄附 0

け)政 治 団 体 か ら の 寄 附 2
,

∩
Ｕ
∩
Ｕ
∩
Ｕ

∩
Ｕ
∩
Ｕ
∩
Ｕ

小 計  lアl + lイl 十 り) 8 7 4 0
∩
Ｕ
∩
Ｕ
∩
Ｕ

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計   (ア  十 イ ) 8
,

∩
Ｕ
∩
Ｕ
∩
Ｕ

∩
Ｕ
刀
牡
７
１

収 支 の 状 況

収 入 総 額 10, 507,438
(前 年 か ら の 繰 越 額 ) 1, 767,434
(本 年 の 収 入 額 ) 8,740,004
支 出 総 額 9, 096, 235

翌 年 へ の 繰 越 額 1, 411, 203

2



(その 6)

(6)その他の収入

行番号 摘 要 金 額 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

こ の 頁 の 小 計 0

1件 10万 円 未 満 の も の 4
△
口 計 4

3



('含 げ)7)

(7)寄 Ⅲ付 9)内 pく 寄附者の|〔分 14』人

行番号
寄附音の氏名

(I胡体にあっては、その名称)
金 額 イ十二 チ1  1ヨ

住所 囮I体にあっては、主たる事務所 (ア l所在
l也)      ____

Httl業 (卜博体にあ ,て l主、代
どく‐Xの氏名) 備   考

I 千々ガ1 源 |: 10,000 R3/1/18 長崎県長崎市魚の町327 団体役員

2 千々岩 源 lr 10,000 R3/2/15 長崎県長崎市魚の町327 111体役員

3 千々岩 源 Jf 10,000 R3/3/15 長崎県長崎市魚の‖∫327 |ヽJ体役員

4 千々岩 源士 10,000 R3/4/15 長崎県長崎市魚の町3-27 団体役員

5 千々舛  源 |: 10, 000 R3/5/14 長崎県長崎市魚の町3-27 「可イ本4覚テt

6 千々舛 源 |: 10, 000 R3/6/16 長崎県長峨市魚の町3-27 口1体役員

7 千々オ1 源 |: 10, 000 R3/7/16 長崎県 1、く崎市I((の町327 1可 1体役員

8 千々岩 源士 10 000 R3/8/13 長崎県長崎 IIす魚の‖「3-27 iVI体役員

9 千々好1 源 II: 10,000 R3/9/15 長崎県長崎 fl丁魚の‖r327 1寸 I体役員

10 千 々肴  源 仕 10,000 R3/10/15 長崎県長崎市魚の町327 団体役員

II 千々ガ1源 士 10,000 R:;/11/16 長崎県 1発崎市魚の‖「3-27 111体役員

12 千々オ1 源 if 10,000 R3/12/15 長崎県長崎対す魚の‖r3-27 IJ体役工t

13 (小言|・ ) 120,000

14 小川 先 10,000 R3/1/25
長崎県長崎市桜馬場必「

日午 I思
フォーレ桜馬場 H02

1司体役員

15 ′1ヽチ|| ノじ “ 10,000 R3/2/25
長崎県長崎 1,桜馬場2丁 日4-18
フォーレ桜馬場H02

IJlイ本イ覚よ主

こ の 貞 の 小 言| 140,
∩
Ｕ
∩
υ
ｎ
υ
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('き げ)7)

(7)寄 卜

`lυ

)内 訳 寄附者の区分 11団 人

行番号
寄 附 者の氏名

tF川体にあっては、その名称 )
金 額 年 月 11

住所 (団体にあつては、 iiた る事務所げ)デザrイF
,111)

職紫∬』体にあっては、代
表計の氏γl)

備  考

16 小川 先 i 10,000 R3/3/25
長崎県長 W術 ,「桜馬場ZI日 4-18
フォー レ桜馬場 H02

世1体役員

17 /1ヽ 川 ノC 10,000 R3/4/25
長崎県長崎市桜馬場2「 H牛 18
フォーレ桜馬場H02   __ 卜Jイ本そ隻ニミ

18 小川 完 二 10,000 R3/5/25
長崎県長崎市桜馬場2「 日41思
フォーレ桜馬場H02

卜J体役員

19 小川 先 二 10,000 R3/6/25
2 4-

2
1咀体役員

20 ′↓ヽチ|| う七 10,000 R3/7/25
】

フ !

111体 役貝

21 小川 先 10,000 R3/8/25
I

フ
団体役員

22 小川 先 10, 000 R3/9/25
I

フ
lヽll体役員

23 小川 先 10,000 R3/10/25
長崎県長崎市桜馬場 2j‐ 日午 18
フォーレ桜馬場 H OZ

‖1体役員

24 小川 先 ユ 10,000 R3/11/25
長崎県長崎市桜馬場2「 日午 !8
フォーレ桜馬場 H02

IJ体役貝

25 ′lヽ 川 フこ 10,000 RI〕/12/25
長崎県長崎市桜馬場2丁 日牛 18
フォーレ桜馬場 H02

1胡体役員

26 (小言|) 120,000

27 泉川 中也 1,000,000 R3/2/10 長崎県南島原「IF深江町「 2405 i災白F

28 占賀 友康 1,500,000 R3/2/25 長崎県諫 lil市十町7-21205 賞【I繊

29 占賀 友 ・郎 1,000,000 R3/9/2 長崎県長崎市油屋‖r6-8-602 参議院議員

30 占賀 友 浪|` 1 500,000 R3/9/6 長崎県長崎市油屋町6-8-602 参議院議員

こ の 貞 の 小 言十 5
∩
υ
∩
υ

ｎ
ｖ
∩
υ
∩
Ｕ

1-



(その 7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 1.個人

行番号
寄附者の氏名

(団体にあっては、その名称)
金 額 年 月 日

住所 (団体にあっては、主たる事務 ,方の,メr在
J打1)

職業 (団体にあっては、代
表者の氏名) 備  考

31 古賀 友一郎 1,500,000 R3/9/24 長崎県長崎市油屋町6-8-602 参議院議員

32

こ の 頁 の 小 計
１
１
■ 500,000

そ の 他 の 寄 附 0

合 計 6,740,000

ど



(その 7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 3.政治団体

行番号
寄附者の氏名

(団イ本にあっては、その名称 )
金 額 年 月 日

住所 (団体にあっては、主たる事務′舟のFブ丁在

地 )

職業 (団体にあっては、代
表者の氏名) 備  考

1 宏池政策研究会 1,000, 000 R3/6/15
東京都千代田区永田町lH-32
全国町村会館西館 6階

佐々木 和夫

2 宏池政策研究会 1,000,000 R3/12/21
東京都千代田区永田町1-H-32
全国町村会館西館 6階

松倉 吉弘

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

こ の 頁 の 小 計 2
∩
υ
ｎ
υ
∩
Ｕ 000

そ の 他 の 寄 附 0

△
口 計 2,000,000
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(その13)

3 支出項目別金額の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

目項 額金

考備

費

費

経

件

常1経

(1)人 0 0

(2)光 熱 水 費 0 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 0

狙)事 務 所 費
贋
Ｊ
９
じ
０
ね

食
Ｕ
贋
Ｊ 0

計′∫ヽ
区
Ｊ
９
じ
９
ね

Ｒ
Ｕ
贋
Ｊ 0

費

費

動

動

活

活織

治2政

(1)組 0 0

(2)選 挙 関 係 費 0 0

偲)機関紙誌の発行その他の事業費 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

狙)調 査 研 究 費 0 0

交  付  金(5)寄  附
∩
Ｕ
∩
Ｕ
ｎ
ｕ

∩
Ｕ
刀
仕
∩
Ｕ

∩
υ 0

(6)そ の 他 の 経 費 0 0

計ォIヽ
∩
Ｕ
∩
Ｕ
ｎ
ｕ

∩
Ｕ
刀
仕
∩
Ｕ

∩
υ 0

計△
回 235

食
Ｕ
∩
υ
∩
Ｕ9こ



(その10

(2)経常経費 (人件費を除く。)の内訳 項 目 別  区  分 4.事務所費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所 (団体にあっては、主た
る事務所の所存凱 ) 備 考

1 監査報酬 55,000 R3/6/30 公認会計士手塚堅太郎事務所 長崎県長崎市麹屋町1-6 手琢ビル2F

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

こ の 頁 の 小 計 55,000

そ の 他 の 支 出 1 235
人
口 計 56,235

9



(その 15)

8.寄附・交付金

寄附
項  目  別  区  分(3)政治活動費の内訳

支出を受けた者の住所 (団体にあっては、主
たる事務所の所存地 ) 備  考年 月 日

支出を受けた者の氏名
(団イ本にあっては、その名称 )行番号 支 出 の 目 的 金 額

自由民主党長崎県参議幌選挙睦男
二す喜ほ

長崎県長崎市万才町2-7-3015 0 0
∩
υ
∩
Ｕ
∩
Ｕ R3/1/151 寄附

長崎県長崎市万才町2-7301R3/2/1
自由民主党長崎県参議幌選挙区第
二支部2 寄附 5 0 0

∩
υ
∩
Ｕ
ｎ
ｕ

長崎県長崎市万才町2-7301R3/3/9
自由民主党長崎県参議暁選挙区第
二す部3 寄附 500,000

長崎県長崎市万才町27-301R3/3/16
す 部

自由民主党長崎県参議院選挙区第
4 寄附 500,000

寸 部

自由民主党長崎県参議院選挙区第
長崎県長崎市万才町2-7-301

∩
υ
区
υ

∩
Ｕ
∩
υ
∩
Ｕ R3/3/195 寄附

自由民主党長崎県参議院選挙区第
二す喜【

長崎県長崎市万才町2-7-301500,
∩
Ｕ
∩
υ
∩
υ R3/4/16 寄附

長崎県長崎市万才町27-301R3/4/5
自由民主党長崎県参議院選挙区第
二支部7 寄附 200,

∩
υ
∩
υ
∩
Ｕ

長崎県長崎市万才町27-301R3/4/20
自由民主党長崎県参議幌選挙区第
二支部8 寄附 500,000

長崎県長崎市万才町2-7-301R3/5/20
す菩【
自由民主党長崎県参議院選挙区第

9 寄附 500,000

古賀友一郎後援会 長崎県長崎市万才町2-7-301
∩
Ｕ
反
Ｊ

∩
υ
∩
υ
ｎ
ｕ R3/6/3010 寄附

自由民主党長崎県参議院選挙区第
二す菩【

長崎県長崎市万才町2-7-301500,000 R3/7/1211 寄附

長崎県長崎市万才町2-7301R3/7/20
自由民主党長崎県参議院選挙区第
二支部12 寄附 400,000

長崎県長崎市万才町27-301R3/9/2
自由民主党長崎県参議院選挙区第
二す部13 寄附 500,000

長崎県長崎市万才町2-7-301R3/9/3
自由民主党長崎県参議院選挙区第
二す喜【180,00014 寄附

長崎県長崎市万才町 2-年 -301500,000 R3/9/6
自由民主党長崎県参議院選挙区第
二支部寄附

こ の 頁 の 小 計 5
∩
Ｕ
Ｏ
Ｏ
ｎ
υ

∩
υ
∩
Ｕ
ｎ
υ‐

19



(その 15)

8.寄附・交付金

寄附
項  目  別  区  分G)政治活動費の内訳

備  考支出を受けた者の住所 (団体にあっては、主
たる事務所の所在地)年 月 日

支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)行番号 支 出 の 目 的 金 額

長崎県長崎市万才町2-7-3011,000,000 R3/9/10
自由民主党長崎県参議硯選挙区弗
二支部寄附

長崎県長崎市万才町2-7-301R3/9/15
自由民主党長崎県参議院選挙区第
二支部寄附 500,000

長崎県長崎市万才町2-7-301R3/9/21
自由民主党長崎県参議 う

~こ

選挙区第
二支部18 寄附 60,000

長崎県長崎市万才町2-7301R3/9/24
自由民主党長崎県参議院選挙区第
二す菩【500,00019 寄附

才菩【
自由民主党長崎県参議院選挙区第

長崎県長崎市万才町2-7-301500,000 R3/9/27寄附

長崎県長崎市万才町27-301500,000 R3/10/7 自
由民主党長崎県参議院選挙区第
二支部21 寄附

22

3,060,000こ の 頁 の 小 計

0そ の 他 の 支 出

△
回 計 040,0009

‐

||



資 産 等 の 状 況(そのとη

1 資産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 征 備 考

ア 上 地

イ 建 毯

ウ 筵毯Q趾互生旦色上立h地上拒丞 lま上赳Q宣色拒

エ ユ 径 Q剋 抵 ざ 100近 旦 生 避 盈 全 塾 産

オ
狙 全 (萱 通 速 全 盈 び 当 座 題 全 と ぬ く∝ど
丞 lま 監 全 (萱 通 廷 全 と ぬ く 虹 】

力 金 銭 仁 誕

キ 血 伍 証 杢

ク 但 査 L■ 全 拒 型 回

ケ 宣旦盈ビ上金残邑0100五旦オご通な全宣旦全 日

コ 立 払 迎 狙 と 全 毯 盗 100五 旦 生 通 盈 全 数 全

サ
取得の価抵づ 100万円を超える施設の利用に関する権

五ll
回 日

シ 世入 ケE正上金残邑ぶ 100二 旦 生通盈登世災全

X



(その20) と旦
五
百

圭
日

添付書類 暢可添のとおり)

1 領収書等の写し

2 監査意見書 (政党及び政治資金団体に限る。)

3 政治資金監査報告書 (国会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成したものであって、真実に相違ありません。

令和4年 5月  18日

政治団体の名称  長崎政策研究会

会計責任者の氏名  井手

代 表 者 の 氏 名  (代表者については解散時のみ記入すること)

13



政治資金監査報告書

長崎政策研究会

代表 古賀 友一郎 殿

登 録 番 号

研 修 終 了 年 月 日

令和 4年 5月 26日

第  1374号
平 成 21年 7月 10日

登録政治資金監査人 季 姥教 7留 焦 夕濠
1静

1.監査の概要
(1)私は、政治資金規正法 (以下「法」という。)第 19条 の13第 1項の規定に基づき、
長崎政策研究会の令和 8年に係る法第12条第 1項に規定する収支報告書のすべて
の期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明

細書、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明

細書に係る支出目的書 (支出の目的が記載された振込明細書の写しを含む。以下同

じ。)について、支出に関する政治資金監査を行つた。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条の13第 2項に定めるところにより政治資金適正化
委員会が定める「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下「政治資金監査マニュ

アル」という。)に基づき行つた。

(3)私の責任は、外部性を有する第二者として、国会議員関係政治団体の会計責任
者の作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支幸R告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴し難かつた支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に

係る支出目的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行つた

結果を報告することにある。

(4)この政治資金監査は、長崎政策研究会の主たる事務所において行った。

2.監査の結果
私が実施した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1)法第19条の13第 2項第 1号に規定する事項について、会計帳簿、明細書及び領収

書等が保存されていた。

なお、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係

る支出目的書を必要とする支出はなく、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振

込明細書及び振込明細書に係る支出目的書は存在しなかった。

(2)法第19条の13第 2項第 2号に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会議

員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議

員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法第19条の13第 2項第 3号に規定する事項について、法第12条第 1項に規定する

収支報告書は、会計帳簿、明細書及び領収書等に基づいて支出の状況が表示され

ていた。

(4)法第19条の13第 2項第4号に規定する事項について、領収書等を徴し難かつた支

出の明細書及び振込明糸口書に係る支出目的書は存在しなかった。

3,業務制限
長崎政策研究会と私との間には、法第19条の13第 5項の規定に違反する事実はな
セ` 。

また、長崎政策研究会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者と

の間においても、同様である。

以 上


